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４
月
10
日
㈰
、
い
こ
い
の
村
な
み
え

に
お
い
て
「
第
３
回
な
み
え
水
素
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
水
素
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
は
、
水

素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
た
ラ
イ
ブ
を

開
催
す
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
取
組

を
行
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｚ

Ｏ
さ
ん
、
相
双
地
区
で
初
と
な
る
定
置

式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
や
、

M
I
R
A
I
の
リ
ー
ス
事
業
を
展
開
し

て
い
る
㈱
伊
達
重
機
の
前
司
昭
博
さ

ん
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
通
じ

て
、
浪
江
町
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し

て
い
る
浪
江
女
子
発
組
合
の
播
磨
か
な

さ
ん
、
環
境
問
題
や
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
詳
し
い
藤
瀬
里
紗
さ
ん
が
参
加

し
、
水
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
課

題
や
展
望
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
さ
ん
か
ら
は
「
浪
江

町
は
震
災
や
原
発
事
故
の
被
害
が
大
き

く
、
世
界
に
対
し
て
は

負
の
町
だ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
今
度
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い

て
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
と
い
う
立
場
に
変

貌
し
て
い
く
、
こ
れ

ほ
ど
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
場
所
は
な
か
な

か
な
い
」
と
心
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。

世界最大級の水素製造拠点「福島水素エネルギー研究フィール
ド」（棚塩）で製造された水素を、浪江町内４か所で、効率よく
運ぶシステムの実証実験が、４月10日㈰よりスタートしました。
この実証を通じてネットワーク間で水素製造や需要予測を勘案
したエネルギーマネジメントシステム（EMS）を導入するのは「国内初」の取組となります。
浪江町は、町民の皆さんと一緒に「なみえ水素タウン構想」実現に向けて、ひとつずつ課題に向き合いな
がら、実証・解決することにより、ゼロカーボン達成に向けて取組んでいきます。

な
み
え
水
素
ま
つ
り
は
、
幅
広
い
人
々

へ
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回

は
水
素
関
連
施
設
を
巡
る
ツ
ア
ー
や
、
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
沸
か
し
た
お
風
呂
に
入

浴
が
で
き
た
り
な
ど
、
体
験
型
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
移
動
式
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

赤磐市から来ました木原です。ゼロカーボンシティの推進に関
する業務を行っています。
水素まつりは着任後初めてのイベントでしたが、浪江町の水素

利活用に向けた取組への多
くの期待とそれに関わる人々の熱意にと
ても刺激を受けました。ゼロカーボンの
実現は町民の皆さま一人一人のご協力が
欠かせません。私も皆さまとともに浪江
町の未来を考えていきたいと思います。
そして、ここで得た経験を赤磐市でい
かせるよう吸収したいと思います。

浪江町内で水素の最適な搬送につなげる
実証事業が始まりました
浪江町内で水素の最適な搬送につなげる
実証事業が始まりました

い
こ
い
の
村
な
み
え
に
お
い
て

木原 可南子 さん（赤磐市・浪江町連携協定）
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